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湖北管内ではダイズの子実肥大期を迎えています。現在のところ、カ

メムシ類の薬剤防除が 2 回以上実施されているほ場では、ミナミアオカ

メムシの発生はほとんど認められません。その一方で、防除未実施や 1

回防除のほ場では、ミナミアオカメムシ幼虫の多発が見られます（写

真）。以下を参考に発生状況をよく確認し、防除対策を徹底しましょ

う。 

 
（１）カメムシ類による大豆の被害 

ミナミアオカメムシを含むカメムシ類により莢の伸長期に加害された

場合は莢が落下し、子実肥大期に加害された場合は、子実が肥大停止ま

たは変形します（写真）。また、加害が激しい場合は、緑色のまま落葉

せず、「青立ち」といった状態になります。 

 

（２）防除対策 
１)ミナミアオカメムシが多いほ場では、若莢期と子実肥大期の 2 回

防除を確実に実施します。さらに、農薬散布後もほ場内のダイズカメム

シ類の密度が高い場合は、追加防除を行います。 

２)成虫は主に着莢部に生息するため、できるだけ薬液が着莢部に付

着するように散布します。 
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（３）農薬の使用にあたって 

１)薬剤の散布にあたっては、ラベルを確認し、農薬使用基準（使用

時期・使用回数等）を遵守してください。 

２）農薬を散布するときは、周辺住民やほ場周辺の農作物等に影響が

出ないよう、農薬の飛散防止対策を行いましょう。 

３）学校、保育所、病院、公園、保健所等の公共施設、および住宅地

に近接する場所で農薬を散布するときは、農薬の飛散により周辺住民に

健康被害を及ぼすことがないよう、農薬の飛散防止対策を行い、事前に

農薬を散布する日時、使用農薬の種類等を記した書面や看板等により周

知を行い、周辺住民や施設利用者等に十分配慮しましょう。 


